
「スポーツファーマシスト」 
認定制度の紹介 

平成23年度加盟団体連絡会議 
兼ドーピング防止研修会 

スポーツファーマシストグループ コーディネーター 片山うい 



我が国の 
ドーピング防止規則違反の特殊性 

• いわゆる『うっかりドーピング』がほとんど 
• 適切な情報提供と教育啓発活動が必要 

 
 

• 適切な情報を提供する仕組みを構築 
• 使用可能薬についてのホットライン 
• 『公認スポーツファーマシスト制度』の設立 



応募者及び受講者と認定者の推移 
【平成21年度】 
受講者数／925人 

 認定者数／796人 
【平成22年度】 
受講者数／2,309人 

 認定者数／2,080人 
【平成23年度】 
受講者数／  2,009人 

 認定者数／  ?, ???人 
 



スポーツファーマシストに 
相談できる場所 

• 都道府県薬剤師会 
• 病院 
• 調剤薬局 
• ドラッグストア    等 

 





平成23年度の実績報告 アウトリーチプログラム（10月1日～10月11日） 

特別認定プログラム（山口県薬の場合） 

2011年4月       
約125名のスポーツファーマシスト
が誕生 
 
 
◆薬の正しい使用法などを伝える 
 
◆全国の競技者/指導者に対する 
スポーツファーマシストの告知 
 
◆薬の問い合わせ 
 



競技者／指導者 

スポーツファーマシスト 
推進委員 

相談 

都道府県薬剤師会 

回答（書面等） 

不明な場合 
問い合わせ 

回答（書面） 

問い合わせの流れ 



スポーツファーマシスト制度の特色 

• 全国に在籍している 
 

• 対面で薬に関する相談ができる 
 

 
スポーツファーマシストは地域や競技レベル
を問わず、競技者／指導者への 
ドーピング防止活動のサポートを 
行っています。 



スポーツファーマシストのPRツール 
 

◆アウトリーチ（教育・啓発ブース） 
  ドーピング防止研修会 
 
◆主に競技者/指導者に配布して 
  いるドーピング防止ガイドブック 

全国の競技者、指導者に対する 
スポーツファーマシストの周知に 
ご協力をお願いいたします！！ 
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